
【問題】慣用句と意味を一致させよう！

（1）〜（20）の慣用句に合う意味を、【A】〜【T】の選択肢から選んで、記号で答えてください。

(1) 油を売る

(2) 足を引っぱる 

(3) 口を出す 

(4) 首を長くする 

(5) さばをよむ 

(6) 鼻が高い 

(7) 腹を立てる 

(8) 目を丸くする 

(9) 耳を疑う 

(10) 胸をなでおろす 

(11) 顔が広い 

(12) 手を焼く

(13) 水に流す

(14) 身を粉にする 

(15) 筆が進む

(16) 足が出る

(17) やぶへび

(18) 肩を持つ

(19) 息をのむ

(20) 手が付けられない

【A】 交際範囲が広く、知り合いがたくさんいる。

【B】 予算よりもお金を使いすぎてしまう。

【C】 怒る（おこる）。

【D】 むだ話をして、仕事をなまける。

【E】 相手の味方をする、ひいきする。

【F】 驚いて目を大きく見開く。

【G】 文章がスラスラと順調に書ける。

【H】 待ち遠しくて、今か今かと待つ。

【I】 他人の話に横から割り込んで邪魔をする。

【J】 聞いたことが信じられないほど、驚く。

【K】 扱いに困り、どうしていいか悩む。

【L】 過去のいざこざを、なかったことにする。

【M】 美しさや驚きで、一瞬息が止まる。

【N】 都合がいいように、数をごまかす。

【O】 ひどすぎて、どうしようもない（処置できない）。

【P】 自慢らしく、得意（とくい）な様子。

【Q】 他人の成功や進行をじゃまする。

【R】 安心する、ホッとする。

【S】 一生懸命に、苦労をいとわず働く。

【T】 余計なことをして、自分に悪い結果を招く。



【解答】
(1) — D （油を売る ＝ なまける）
(2) — Q （足を引っぱる ＝ じゃまする）
(3) — I （口を出す ＝ 横から割り込む）
(4) — H （首を長くする ＝ 待ちわびる）
(5) — N （さばをよむ ＝ 数をごまかす）
(6) — P （鼻が高い ＝ 得意げ）
(7) — C （腹を立てる ＝ 怒る）
(8) — F （目を丸くする ＝ 驚く）
(9) — J （耳を疑う ＝ 信じられず驚く）
(10) — R （胸をなでおろす ＝ 安心する）
(11) — A （顔が広い ＝ 知り合いが多い）
(12) — K （手を焼く ＝ 扱いに困る）
(13) — L （水に流す ＝ 許す、忘れる）
(14) — S （身を粉にする ＝ 懸命に働く）
(15) — G （筆が進む ＝ 文章が書ける）
(16) — B （足が出る ＝ 赤字になる）
(17) — T （やぶへび ＝ 余計なことをして災難にあう）
(18) — E （肩を持つ ＝ 味方をする）
(19) — M （息をのむ ＝ ハッとする）
(20) — O （手が付けられない ＝ お手上げ状態）



【問題】慣用句と意味を一致させよう！

（1）〜（20）の慣用句に合う意味を、【A】〜【T】の選択肢から選んで、記号で答えてください。

(1) 頭が下がる

(2) 顔に泥を塗る

(3) 耳にたこができる

(4) 目がない

(5) 手が空く

(6) 腰を据える

(7) 胸を張る

(8) 足を洗う

(9) 口が重い

(10) 鼻にかける

(11) 目を配る

(12) 尻尾をつかむ

(13) 顎（あご）を出す

(14) 喉から手が出る

(15) 歯が立たない

(16) 腕を磨く

(17) 釘（くぎ）を刺す

(18) 匙（さじ）を投げる

(19) 太鼓判を押す

(20) 腰を抜かす

【A】 隠していた悪いことの証拠を見つける。

【B】 仕事が一段落して、ひまになる。

【C】 自信を持って、堂々としている様子。

【D】 あまりしゃべらない。無口である。

【E】 技術や能力を高めるために努力する。

【F】 間違いない、確実だと保証（ほしょう）する。

【G】 非常に驚いて立てなくなる。

【H】 相手が立派な様子を見て、尊敬・感心する。

【I】 相手が強すぎて、自分の力ではかなわない。

【J】 同じことを何度も聞かされて、嫌になる。

【K】 ひどく疲れ果ててしまう。

【L】 落ち着いてじっくりと物事に取り組む。

【M】 恥をかかせる。名誉をきずつける。

【N】 あとで失敗しないよう、前もって念を押す。

【O】 悪い行いをやめる。悪い仲間との縁を切る。

【P】 非常に欲しくてたまらない様子。

【Q】 自慢して得意がる。

【R】 あちこちに注意をゆきわたらせる。

【S】 それが非常に好きで、夢中になる。

【T】 見込みがないとあきらめて、投げ出す。



【解答】
(1) — H （頭が下がる ＝ 感心する）
(2) — M （顔に泥を塗る ＝ 恥をかかせる）
(3) — J （耳にたこができる ＝ 聞き飽きる）
(4) — S （目がない ＝ 大好きである）
(5) — B （手が空く ＝ 時間ができる）
(6) — L （腰を据える ＝ じっくり取り組む）
(7) — C （胸を張る ＝ 堂々とする）
(8) — O （足を洗う ＝ 悪いことをやめる）
(9) — D （口が重い ＝ しゃべらない）
(10) — Q （鼻にかける ＝ 自慢する）
(11) — R （目を配る ＝ 注意する）
(12) — A （尻尾をつかむ ＝ 証拠を見つける）
(13) — K （顎を出す ＝ 疲れきる）
(14) — P （喉から手が出る ＝ 激しく欲しがる）
(15) — I （歯が立たない ＝ かなわない）
(16) — E （腕を磨く ＝ 練習して上達する）
(17) — N （釘を刺す ＝ 念を押す）
(18) — T （匙を投げる ＝ あきらめる）
(19) — F （太鼓判を押す ＝ 保証する）
(20) — G （腰を抜かす ＝ 非常に驚く）


